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エッセイ

大西 洋「日本の伝統芸術を後世に」
Illustration / Asuka Kitahara

　私は月に1回くらいのペースで、歌舞

伎や演劇、オペラやコンサート鑑賞に足

を運びます。非日常的な空間の中で、歌

舞伎、演劇、オペラ、コンサートと異なっ

たカテゴリーでも共通していえること

は、生で観て肌で感じることで魅了され、

奥深さや美しさ、技術の高さに堪らない

感動を覚えることです。

　毎年10月には新宿御苑で「森の薪能」

が開催されます。私が理事長を務める新

宿観光振興協会が主催し、今年で30回

を迎えることになりました。高層ビルの

林立する大都会に残された比類ない新宿

御苑の豊かな森の中という環境で、日本

の伝統芸能である能や狂言を楽しんでい

ただくイベントです。幻想的なかがり

火のもと、よりすぐられた演者・演目に

よる、格調高い能舞台が作り出す幽玄の

世界を一人でも多くの方に堪能していた

だきたく、継続してまいりました。

　お陰様で好評を博し、今では全国から

多くの方々にご来場いただいておりま

す。今後も新宿御苑の美しい炎を、永く

永く燃やし続けたいと思っております。

　実演芸術とは少し異なりますが、三越

伊勢丹では2011年度から、日本の伝統

やモノ作りの素晴らしさを、百貨店とい

う場を通じてお客様にご紹介する「ジャ

パン センスィズ」というキャンペーン

を継続的に展開しております。これは世

界で通用する日本の伝統技術や職人技、

産地など日本の価値を再認識していただ

きたいという想いでスタートしました。

今年はこの取り組みを世界へ発信するた

めニューヨークでも行いました。

　日本の伝統文化に生で触れる素晴らし

さや感動を多くの若い人達に感じてほし

いのです。そして私たちは、日本の素晴

らしい伝統芸術を後世に継承するため

に、披露する最適な場を提供し継続して

まいります。それが私たちの大切な役割

だと思っています。

株式会社三越伊勢丹ホールディングス代表取締役社長。

1955年東京生まれ。1979年慶應義塾大学商学部卒業、伊

勢丹入社。紳士統括部長などを経て、2008年3月に三越常

務執行役員および伊勢丹常務執行役員。2009年伊勢丹代

表取締役社長、2011年三越伊勢丹代表取締役社長を経て、

2012年2月現職に就任。2010年より新宿区観光協会会長（現

一般社団法人新宿観光振興協会理事長）を務める。

［プレゼント応募方法］SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）
からご応募いただくか、はがきに①ご希望のプレゼント②氏名③年齢
④性別⑤住所⑥電話番号またはメールアドレス⑦SANZUI入手場所
⑧誌面の感想を書いて「〒163-1466 新宿区西新宿
3-20-2 東京オペラシティタワー11階 芸団協広報課」ま
でお送りください。 ［締切］ 11/28(金)（必着）

いのうえひでのりさんサイン入りDVD
『ZIPANG PUNK～五右衛門ロックIII』
通常版  2名様

古田新太扮する石川五右衛門が、七つの海を股にか

けて大活躍。轟くロック、破天荒なストーリー、迫力の

殺陣。最狂エンターテインメントをお楽しみください！

氷川きよしさんサイン入り文具セット  ５名様

「大利根ながれ月」オリジナルクリアファイルと「氷川

きよしの昭和の演歌名曲集」レコード型メモ帳のセッ

ト。氷川さんに見つめられて、仕事や勉強に一段と

力が入りそう！
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＊当選の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

NEWS

劇場等演出空間運用基準協議会*
『舞台技術の共通基礎』2,700円（税込）
　公演の舞台裏を解説した本ができました！ ①劇場やホー

ルといった施設の日本における成り立ち ②実際の公演に際

しての企画から会場での仕込み、本番、撤収など、それぞれ

の過程で安全に進行するための重要なポイント ③照明、音響、

舞台機構など、機材や設備はどのようなものがあるのか、ど

ういう効果が生み出せるのか、基礎的な知識をイラストや写

真を交えて紹介しています。

＊芸団協を含む関係16団体で構成。お申込みはウェブから。http://www.kijunkyo.jp/
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「美匠熟考」取材こぼれ話
ドン・ガバチョの決めポーズ

台の上に鎮座していたドン・ガバチョの人形に、劇団員の手で命が吹き込まれました。

飾ってあるよりも実際に動かした方が抜群に表情豊かでびっくり。動きを止めたとき

に、いかにきれいなポーズがとれるか、が上手い人形遣いの証だそうです。写真に写っ

たドン・ガバチョ、かっこよくきまってます！

紙吹雪まめちしき

紙吹雪の飛び方は紙の厚さで変わるって知ってましたか？　紙に厚みがあると飛びや

すく、反対に薄いと空に舞っている時間が長いそうです。アルミホイルのようなキラ

キラ光るメタル紙で作られた縦長の短冊は、くるくるとまわる独特の飛び方。季節毎

の売れ筋もあり、春は桜をイメージさせるピンクやローズ色のハート型・しずく型、

冬は雪をイメージさせる２センチ角がよく注文されるそうです。

SANZUI配布場所を募集しています！
SANZUIをチラシ置場やフリーペーパーラックなどに置いていただける施設・店舗様を

募集中です！ 見本をお送りすることもできますので、WEBサイトからお気軽にお申込

みください。「こんな場所にあったらいいのに」というご意見もお待ちしております！

　新たな芸団協CPRAの広報誌「SANZUI」を創刊し１年が

過ぎました。これもひとえに皆様のご愛読の賜物とスタッフ

一同を代表いたしまして、御礼申し上げます。

　発刊当初は、事務局スタッフも慣れない編集作業に時間の

かかった場面もありました。しかし、あらゆる側面から実演

芸術について取材していくなかで、多種多様のパフォーマン

スが、新たな時代に向けて試行錯誤し、ここ（現在）から「伝承」

の世界へとつながることにも見えてきました。

　それは芸団協CPRAがやるべき著作隣接権の徴収分配業務

遂行と実演芸術推進の表裏一体そのものであると思います。

　広報誌「SANZUI」は実演芸術全般を俯瞰し、日本の文化

芸術に対する幅広い情報を今後も国内外に発信していこうと

思っております。

　どうぞ、今後も芸団協CPRAにご支援ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。　　　    （発行人・編集人　松武秀樹）

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2014年9月1日
発行人・編集人：松武秀樹

（芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  鈴木明文（音事協）、上野博（音制連）、古尾谷香代子（PRE）
　　  井上滋、榧野睦子、大井優子、小泉美樹、川崎佑（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：株式会社サンライズスタジオ、株式会社ヤマハミュージックジャパン、
　　  芸能花伝舎、東京オペラシティ、東京芸術劇場、
　　  日本工学院専門学校、vatios

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたり、テレビ番組をDVD化するとき等の権

利処理と使用料等の徴収を行い、委任権利者に分配しています。

それに留まらず、広く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目

的として幅広い活動を展開しています。詳しくはホームページを

ご覧下さい。　http://www.cpra.jp
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WEBサイト: http://www.cpra.jp/sanzui

Facebook: https://www.facebook.com/sanzui.news

Twitter: @SANZUI_info


